
  〒677-0039兵庫県西脇市上比延町345-1
  東経135度北緯35度交差点日本へそ公園内

 Tel・Fax 0795-23-6223
 E-mail okanoyamamuseum@galaxy.ocn.ne.jp
 HP http://www.nishiwaki-cs.or.jp/okanoyama-museum/

イベント・ワークショップ
詳細は決定次第ホームページ
等でお知らせします。

電　車  ［明石・大阪・京都、姫路・岡山方面］JR加古川線「加古川」駅  乗換、
  ［福知山・豊岡、宝塚・大阪・京都方面］JR加古川線「谷川」駅  乗換、
 JR加古川線「日本へそ公園」駅下車すぐ
バ　ス 大阪・三宮から神姫バス［西脇行き］「西脇［アピカ］」下車、タクシー10分
自動車 中国自動車道・滝野社 ICから15分A
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K O E D A  S H I G E A K I   W O N D E R L A N D  O F  F L O W E R S 
小枝繁昭［こえだしげあき・1953年～］は、何気ない日常や自然との交感をもとに、四季の花 の々繊細な表情を
捉え、写真と絵画が融合した実験的な表現によって国際的に知られる美術家です。内外の美術館には小枝の代
表作がコレクションされています。
2003年からは100種の花にちなんだ「花─眼差しのあいだ─」プロジェクト［2003年～2022年］がすすめら
れ、それぞれの作品にはモチーフとなった花の名前が冠せられています。
本展では、これらの「花」シリーズの中から選んだ代表作を紹介するとともに、絵画への傾倒を一層深めて創作
を続ける小枝繁昭の多面的な芸術の秘密に迫ります。
四季折 の々花を愛で、園芸を愉しむ人びとにも興味深いオススメの展覧会となっています。

2025年4月13日［日］─ 6月22日［日］
 │前　期│4月13日［日］─ 5月18日［日］　│後　期│5月20日［火］─ 6月22日［日］

 10:00─17:00［入館は16:30まで］

休館日 月曜日［祝日の場合は開館］と祝日の翌日
 ＊ゴールデンウィーク（4月29日［火］─5月6日［火・祝］）は4月30日［水］のみ休館

入館料 大　人 300円［250円］ ・ 65歳以上 250円［200円］
 高大生 200円［150円］ ・ 小 中 生 100円［  70円］
 ＊［ ］内20名以上の団体割引料　＊障がい者割引有　＊ココロンカード利用可　
 ＊割引を受けられる方は、証明のできるものをご提示ください。
 ＊にしわき経緯度地球科学館「テラ・ドーム」との共通券有

主　催 西脇市岡之山美術館［公益財団法人 西脇市文化・スポーツ振興財団］
協　力 A&Sプロジェクト・株式会社サビア・鎌倉画廊・神戸芸術工科大学 岡本弘毅研究室

公募展 応募受付中！
「第13回全国公募西脇市サムホール大賞展」
2025年7月24日［木］公募締切　＊詳細はホームページをご覧ください。

表 図 版
上《月をうつす花・風の時 シベリア》2003年│ジークレープリント・紙│作家蔵

下《本と眼鏡、チューリップと水差し》1998年│アクリル・キャンバス│個人蔵│前期展示

《月をうつす花・光の時 ラナンキュラス》2005年│ジークレープリント・紙│作家蔵 《月をうつす花・触の時 皐月》2019年│ジークレープリント・紙│作家蔵 《触の時 雨と蝸牛》2019年│蜜蝋・岩絵の具・アクリル・キャンバス│作家蔵

《麗しき物たち 銀杏と楓 柿と皿》1998年│アクリル・キャンバス│作家蔵│後期展示

［ http://www.nishiwaki-cs.or.jp/okanoyama-museum/ ］
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